
【青森県産まっしぐらの相対取引価格の推移】

弘前市農林部農政課

【青森県の相対取引価格の動向】

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注：各年産の通年平均価格（当該年産の出回りから翌年10月まで
（４年産は令和５年3月までの速報値））で、対象は一定規模以上の
集荷業者（年間取扱量５千㌧以上等）。

〇 令和４年産の相対取引価格（令和５年3月時点の出回りからの年産平均）は、
「まっしぐら」で12,754円/60kg、「つがるロマン」で13,050円/60kg。

〇 全国の民間在庫量（令和５年２月末）は、高水準で推移。

⇒ 相対取引価格及び民間在庫量は、共に回復基調にあるものの、国内全体では、
依然として新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の感染拡大前の水準に戻っていない。

（単位：円/60kg）

元年産 ２年産 ３年産 ４年産

まっしぐら 14,789 12,677 10,770 12,754

つがるロマン 15,059 13,374 11,315 13,050

全銘柄平均 15,716 14,529 12,804 13,865

令和５年４月2７日時点版 【問合せ先】弘前市農林部農政課農産係（電話：４０－０５０４）
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資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注１：グラフの左側は各年産の通年平均価格（当該年産の出回りから翌年10月まで（４年産は令和５年3月までの速報値））、

右側は月ごとの価格の推移で、対象は一定規模以上の集荷業者（年間取扱量５千㌧以上等）。
注２：運賃、包装代、消費税相当額（令和元年９月までは８％、10月以降は10％、ただし軽減税率対象は８％）を含む１等米の価格。
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●詳しくはこちら ☟
https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/mr.html

（単位：万㌧）

Ｒ２
2末

Ｒ３
2末

Ｒ４
2末

Ｒ５
2末

全国 266 293 299 280

青
森

13.8 15.0 13.1 12.5

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注：対象は年間取扱量５百㌧以上の出荷業者及び
年間取扱量４千㌧以上の販売業者
ラウンドの関係で差引が一致しない場合がある

【民間在庫量の動向】

+14

＼ 水田農業を営む生産者の皆様へ ／

令和5年産米も需要に応じた生産をお願いします！

国の需給見通しでは、令和５年度も４年度と
同程度の作付転換が必要とされています。

集出荷事業者等と相談しながら、経営の安定化を図りましょう！


